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令和４年３月１６日 

件 名 
鹿浜未来学童保育室（北鹿浜小学校・鹿浜西小学校統合新校内）の指

定管理化について 

所管部課名 地域のちから推進部 住区推進課 

内 容 

北鹿浜小学校と鹿浜西小学校の統合新校内に設置する「鹿浜未来学

童保育室」について、以下のとおり予定している。 

１ 定員 

  令和５年４月の新校舎完成に伴い、鹿浜西学童保育室（１室定員

４０名）を廃止し、統合新校内に２室６５名（１室定員３５名、１

室定員３０名）の鹿浜未来学童保育室を設置する。これにより、定

員が２５名増える予定である。 

２ 運営形態 

  指定管理 

※ 現在、鹿浜西学童保育室は直営で運営しているが、２室に増

室することにより、人材確保が難しい点、特別延長保育を実

施することなどから、指定管理化する。

３ 開始時期 

  令和５年４月１日 

４ 今後のスケジュール 

  令和４年６月  指定管理者（運営事業者）公募開始 

  令和４年９月  指定管理者選定審査会 

  令和４年１２月 ４定議案提出・議決を経て運営事業者正式決定 

問 題 点 

今後の方針 

１ 地域や現在運営している職員等への説明を丁寧に行っていく。 

２ 運営事業者の選定については、遺漏のないよう進めていく。 
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令和４年３月１６日 

件   名 足立区学童保育室整備計画の見直しについて 

所管部課名 地域のちから推進部 住区推進課 

内   容 

学童保育室における待機児童解消に向けて、令和２年３月に策定し

た「足立区学童保育室整備計画」（以下、「整備計画」という。）に

ついて、令和４年度の申請状況等の実績を踏まえ、以下のとおり見直

しを行った（整備計画は別添資料参照）。 

 

１ 前回見直しからの主な変更点 

・ 令和６年９月末時点での待機児ゼロを目指していく。 

・ 令和４年度の学童保育室申請数が、前年度より約３００人増

加しており、待機児童が見込まれることから、新規開設予定

を前倒しして整備していく。 

【今後の整備予定】 

 

２ 見直しの基本的な考え方 

（１）令和２年３月策定の整備計画における３３地区ごとの需要予測

などの基本事項は引継ぐ。 

（２）計画期間は、令和３年度から令和７年度とする。令和８年度以

降の整備計画は、毎年見直しを行うなかで、最新の実績を踏まえ

ながら検討していく。 

（３）令和４年４月入室の申請状況等の直近の動向や実績を踏まえな

がら需要数を算出した。 

（４）１・２年生の待機児解消を重点的に目指していく。入室できな

かった場合には、近隣の空室がある学童保育室を、保護者へ周知

していく。 

（５）供給過多の地域から、待機児童数が多い地域への施設移行につ

いて考慮していく。 

 

 

  見直し前 見直し後 

令和５年度開設 3室（定員 90人） 5 室（定員 185 人） 

令和６年度開設 2室（定員 60人） 5 室（定員 160 人） 

令和７年度開設 2室（定員 80人） 3 室（定員 90人） 

計画期間(R3～R7) 11地区 13室 496人 14地区 19室 707 人 
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問 題 点 

今後の方針 

１ 全体として申請数が受入可能数を上回っている。今後も、入室申請

状況や人口推計、中途退室者などを踏まえ、定員や施設配置を含め「

足立区学童保育室整備計画」の見直しを進める。 

２ 学童保育室整備のほか、児童館特例利用（ランドセルで児童館）の

情報を積極的に提供し、利用の推進を図ることで小学生の安全な居場

所づくりを進めていく。 
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